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監査結果報告書 
 

 

佐世保市監査委員監査基準に従い、監査を実施したので報告する。 

 

記 

 

１ 監 査 の 種 類   財政援助団体等監査 

 

２ 監 査 の 対 象   佐世保市保健環境連合会 

 

３ 監 査 の 期 間   令和８年６月１５日から令和８年７月１５日まで 

 

４ 実 施 内 容 

 

佐世保市の補助金交付団体である佐世保市保健環境連合会（以下「保環連」という。）の令

和７年度における出納その他の事務が適正に行われているか、関係書類を抽出して調査を行

い、また、担当職員の説明を聴取するなどの方法により実施した。 

 

５ 監査の着眼点 

 

保健福祉部（生活衛生課） 

⑴ 補助金の決定は法令等に適合しているか。 

⑵ 補助金の交付目的及び補助対象事業の内容は明確か。また、公益上の必要性は十分

か。 

⑶ 補助金の額の算定、交付方法、時期、手続等は適正か。 

⑷ 補助金の効果及び条件の履行の確認は、実績報告書等によりなされているか。 

 

  保環連 

⑴ 事業計画書、予算書及び決算諸表等と市へ提出した補助金の交付申請書、実績報告

書等は符合するか。 

⑵ 補助金等交付申請書の提出及び補助金の請求、受領は適時に行われているか。 

⑶ 補助金が対象事業以外に流用されていないか。 

⑷ 出納関係帳票の整備、記帳は適正か。また、領収書等の証拠書類の整備、保存は適切

か。 

⑸ 補助金に係る収支の会計経理は適正か。また、会計処理上の責任体制は確立されて

いるか。 

 

６ 監 査 の 結 果 

 

保健福祉部（生活衛生課） 

⑴ 補助金の決定は佐世保市補助金等交付規則に適合していた。 

⑵ 補助金の交付目的は保環連の活動に対する補助であり、補助対象事業の内容は明確

である。また、公益上の必要性も十分である。 

⑶ 補助金の額の算定、交付方法、時期、手続等は適正だった。 

⑷ 保環連から提出された実績報告書及び収支決算書を照合することにより適正に行わ



  

れていた。 

 

保環連 

⑴ 事業計画書、予算書及び決算諸表等と市へ提出した補助金の交付申請書、実績報告

書等は符合した。 

⑵ 補助金等交付申請書の提出及び補助金の請求、受領は適時に行われていた。 

⑶ 補助金は補助対象事業に適正に支出されていた。 

⑷ 出納関係帳票の整備、記帳は適正に行われていた。また、領収書等の証拠書類の整

備、保存も適切に行われていた。 

⑸ 補助金に係る収支の会計経理は概ね適正に行われていた。また、会計処理上の責任

体制は確立されていた。 

 

 

 

  



  

７ 意 見 

保環連は、市役所内に事務局を設置し、市の職員が事務局長として従事していることから、

市と同様に、事務処理における透明性の確保や説明責任が求められるところである。 

一方、内部統制に係るリスク管理機能がほとんど整備されておらず、不正やミスの発生を

未然に防止するための仕組みが実質的に備わっていない状況にある。 

市におかれては、内部統制の観点から、以下の体制整備について指導されたい。 

 

１ チェック機能の強化 

   事務局は、事務局長と保環連の職員である書記の二人体制であり、現金取扱事務が多

いものの、収入・支出に関する一連の事務を実質的に書記一人が担当し、現金取扱の段階

で複数人によるチェックが行われていないため、牽制機能が十分ではないといえる。 

２ 運用根拠の強化 

事務局内における事務処理の透明性を確保するため、事務処理や会計処理を行う際の

根拠となる個別規程の整備など検討が必要である。 

  

 

 

  



  

【保環連】の概要は次のとおりである。 

 

１ 事業の内容 

 

⑴ 事業の目的 

保環連は、佐世保市の町内会、公民館、自治会等であって保環連の主旨に賛同するものを

もって組織する。 

保環連は、加入組織相互の連絡を密にし、相協力して公衆衛生の向上と市民の健康増進に

つとめ、明るい住みよい佐世保市をつくることを目的とする。                                      

 

⑵ 事業の現況 

保環連は、上記の目的を達成するために次の事業を行っている。 

   ア 地区環境衛生組織の拡大と強化推進 

   イ 環境衛生の推進 

   ウ 資源再利用運動の推進  

   エ 公園清掃運動の推進 

   オ 消毒事業の推進 

   カ 町内清掃運動の推進 

   キ 違反広告物除却運動の推進 

   ク 防疫事業の推進 

   ケ 地区保健環境推進員の研修 

   コ その他保環連の目的達成に必要な事項 

 

⑶ 市との関係 

佐世保市は、本市の公衆衛生の向上等の事業を実施している保環連の運営を助成するた

め、令和 7年度は活動事業費補助金として 6,964千円を支出している。 

 

⑷ 組   織 

保環連は、次のとおり構成されている。（令和７年４月 1日現在） 
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理
事
会 

           

  副会長（3 名）          

            

  会計（1 名）、会計監査（2 名）     

             

  常任理事（各小学校区より 41 名）        

            

  理事（3 名）            

             

  会員（加入町 568 町 72,802 世帯）       

                    
          

 事務局長（1 名） 消毒技術員（3 名）   

 事務局書記（1 名）       


